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東京都内湾はここ数年都市の膨脹と，工業の急速な発展による排水及び埋立。しゅんせつによ

って機相を一変しつつあり，このため内湾水産業は著しい制約をうけている。

今回昭和５４年度の水産課における内湾漁業振興対策の一環として，内湾水質の有力な汚濁源

であ巧多摩川・荒川・中/||及び江戸川の拡散状況を調査したので，ここに大方の参考に供し，今

後の対策についての資料といたしたい。

昭和５５年５月

…東京都水産試験場長 木順鈴
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I緒言 UbJ｜

ここ数年来，東京都内の河)11は急激Iこ汚濁され，それらの流れ出る内湾の漁場はきわめて危

機にさらされている．従来より当塲は，内湾漁業振興対策の一環として内湾の水質，底質調査，
潮流調査,`汚濁源調査等を行なって来たが，本年度は主要河川である多摩)'１．荒''１・中)'１及び
江戸川についてその拡散状況を調査したので報告する。‘

Ⅱ調査区域及び月日

１多摩１１１河口域ｉ）昭和５４年７月２５日

ｉi）昭和５５年１月５０日

２荒111．中川河口域ｉ）昭和５５年１月１９日

］江戸川河口域ｉ）昭和５４年１２月１１日

ｉi）昭和５５年２月１７日

４大丼ふ頭周辺 ｉ）昭和３５年２月１日

ＩＤ昭和５５年５月２日

、調査項目

潮流（流向，流速）・水温・比重・透明度・透視度・ＰＨ・溶存酸素・塩素電・化学的酸素

要求量・沃素?肖費篭・亜硝酸塩・けい酸塩・りん酸塩・アンモニア態窒素

Ⅳ調査方法

退潮痔，若しくは上げ潮時に数隻の船を用い,､各地点で色素（フローレソセインナlルリウム）

tiiC流，及び流速計（エクマン・メルツ）により表面流向’１～577Z下の穂向，流速を観測した。

なお同時に上記項目を調査した。

Ｖ調査結果

１多摩111拡散調査

｜）昭和５４年７月２５日の調査

５隻の船を用いて略図１の地点，Ｓｔ１，２に１隻，Ｓｔ５に１隻，Ｓｔ４，５に１隻

ずつ配置し，１Ｕ時から１６時まで２時間おきに観測した。

ａ水温

全地点を通じ２６℃前後であり，Ｓｔｌ，２，５は上下の差は余り承られず，Ｓｔ４，

５の水深５～６ｍの地点で４℃前後の差がゑられた゜

ｂＰＨ

下げ潮時のＳｔｌ，２，５でＺ２～ス５く゛らいで海へ出ると表層でＺ６～’０となり，

－１－



}:「－１…へ～ｊｊＩＤ－－Ｕｃ
Ｉｌ

下層では８．０～８．８と非常に高値である。

ｃ酸素飽和度

Ｓｔｌ，２，３，４の上・下層共に，下げ潮に低くほとんど５０％以下であるが，上

げ潮には幾分回復する。しかしながらＳｔ４，５の最下層では上げ潮ｂ下げ潮にかかわ

らず低い値を示している。

ｄ塩素量

下げ潮時８ｔ１，２で４％ｏ前後，Ｓｔ５で５ｑ/60,Ｓｔ４で８～９ｑ/６０と妻

層水は拡散している。下層では下げ潮にＳｔｌに１４ｑ/６．と高鰔な水が残存していた

が，下げ潮が進むにつれて６．８２ｑ/６０と減少している。Ｓｔ５においてム同様である。

Ｓｔ４の深所で抑２時に１１Ｍｏと低い値を示している。上げ)iﾎﾟﾘ時は徐含に各地点

共上昇するが，ｓｔ４の中層に１４時に１１．７８０/６０と比較的ｲf蝋tzkが残っていた。

ｅＣ．Ｏ．Ｄ

下げ潮時はＳｔ１，２の上・下層共６～８ｐ・Ｐ．ｍであるが，海而では一般に高く
い,-ｓ．

Ｓｔ４でＲ９８ｐ.p・【ｎｏＳｔ５で１５．１５PSp6mもあった6~Ｓｔ５では１２時に下層が

~高く１５．２５ｐ・p6mに達し,,~上層のａｌ２ｐ.p､□の２倍も高くなっている。

一方上げ潮が積<なると各地点共に０．０．，が勅pする傾向が見られ，ことにＳｔ４

では１４Ｐ.ｐ､、となっている。

ｆ…アンモニア頓窒素

Ｓｔ１，５では高く，Ｓｔ３の衷層で１０時に９６Ｘｚｇ－ａｔｏ０ｺ／ユああつだ。Ｓｔ４

では減少している。ことに下層ではごくわずかである。Ｓｔｌ，３，４，５の地点は上

：げ潮になると上・~下層とも減少する傾向があJ)，前記のＣ．Ｏ．Ｄと反対の傾向にあった。

しかしながらｓｔ２は上げ潮時に上昇する。これは潮流の関係で汚濁されている海老坂

川角趾げ潮になると多摩川に流入するためである。

ｇりん酸塩

５ｔ多の下層で１２時に5.82,ug-atop1/1と高値を示したが，各地点共２～４

“ｇ－ａｔｏｍ/ﾕ前後であり概して変動はなく，下げ潮で減り，上げ潮で増加する傾向に

あった。

ｈけい酸塩

Ｓｔｌでは上層歪1,旦川g-atoﾛﾕ/ﾕ前後で変わらず,下層は５０～１５０座g-

atOnl/ﾕと竺絢に勘pしている｡Ｓｔ２は,塒に表層で,，Mg-atoM
～￣9

－２－



前後に上昇しているが，１６時に１５０ａｇ－ａｔｏｍ／ユと減少している。Ｓｔ５は上．
．－゜､Ｔ--。：

下層共１５Mg-atom/1前後と併行し１６時下層が９Ｍgﾆ式鵠uq/1と減ってUマ
メムル!！〒,餡

る゜海面のＳｔ４，５では上・中層は１ＵＭｇ－ａｔｏｍ／ﾕ以上であ`つiで上．中．下の

順に六であり，下層は６０～７Ⅲg-atom/ﾕ髄である。Ｓｔ４の鏑でほilも痔,に：

１４時と高く１７Mg-atoM，１８５座g-ato囚/1であった力寸溌潮臘も強

い１６時では１０５“ｇ－ａｔｏｍ／ユと減少している。
心隣

表１各地点の時刻ごとの潮流
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ＳｔｌではＥ～ＥＮＥにかげて流れ，流速は1772下で５２coq／sｅｃであった。
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②１２時の潮流略図２
（下げ潮）

下げ潮の強い時期でありＳｔｌではＮＥ～ＨＮＥの方向に。１，下で５５．６２
cm/Seoと速い｡St2D171z下でもNWに52.01CDQ／白ecであった｡S土5

ではＳＥの方向に２ス９４ｃｍ／白ｅｃであった。Ｓｔ４では複雑な流れを示し表面は

SSE方向に流れ1.5772ではSWに14.68cm／SeO,5,下ではNNEに15.46

cbq／secと比較的おそい流れである｡

③１４時の潮流略図５
（上げ潮）

ＳｔｌではＷ～ＷＮＷに痩わり１，下の流速は１０．０５ｃ０４／ｓｅＯとおそ雑。Ｓｔ２
の流れは五十間の鼻をかわして上流に流れる。１，下の流速は１６．６１ｃｍ／ｓｅ５－で

ある。Ｓｔ５もＮＷと変わりｄ２２ｃＤＤ/白ｅｃと非常におそい。Ｓｔ４では表面はＮ'

１加下はＮＥに５５．５５ｏｎ)／sｅｏ，５，下はＮＮＥに１５．４６ｃｍ／Sｅｏでおそ
い。

，⑳１６時の潮流略図４
（上げ潮）

StlではW~WNWにかけて流れ,177z下で６５，６CDQ／secと非常に速い｡

Ｓｔ２でも１ｍ下で４０．８５ｏﾛﾕ／sｅｃと速くなっており海老坂)Ⅱの多摩111への流入

が激しくなっている。Ｓｔ５ではＮＷの方向に流れ１，下で２４．９８cDq／sｅｃと幾
分速くなっている。Ｓｔ４では上・中・下層共ＮＥの方向に流れ1772下で４５．７６
００４／seC,577z下で3Z990m／Becと速い｡

Ⅱ）５５年１月５０日の調査略図５，６，１５

多摩111河口における表面の塩素量とＣ．Ｏ．Ｄの,分布を示すと略図５，６のようになり，
両者の分布から多摩111の水は浮灯台にか('十て歪つすぐに走り，主流はＳＥ～Ｓの方向に拡
散して行くように思われる。当日の丸子ダムからのいつ水量は平均７㎡／ｓｅｃであった。

荒川一中川拡散調査

１，）５５年１月１９日の調査略図７，８，１５

沖に向ってまっすぐ出る流れが強く，一部が夢の島の裏側を回って７号地の間を通って

沖へ向う。ノリ場什近ではＳから幾分ｓＷに流れ，大勢は図の中央から西側の漁場をお上

う。

塩素量の分布を見ると，Ｓｔ６，７，８と低く順に沖の地点に行くにしたがって高くな
っている。

０．０－０の分布ではノリ場の陸部から沖に向って低くなり，ノリ場の中央部から沖部に

２

－４－



かげては荒川・中川河口の大体乾く．らいになっている。Ｓｔｌｌ，１５がやや低くなって

おり，これは塩素量の分布から見ても沖合水の西流の影響がうかがわれる。

江戸川拡散調査

i）５４年１２月１１日の調査略図９，１０，１５

ノリ漁場に入ると前記の荒川`中111水と混合しＳ～ｓＷの方向に流れる。塩素量の分布

から見るとＳｔｌ～４，５，６，１１にかけて低鰄な水がおおっている。Ｃ．Ｏ．Ｄの分布

は，三等ゑお入口とｓｔｌでは同じ値であり，この倫丘は余り稀釈されないがそれより西〈

側では４ｐｐｍ前後である。

Ｓｔ５に１１．６４ｐｐｍと高い水が存在している。

|i）５５年２月１７日の調査略図１１，１２，↑ろ

荒川今中川及び左近川の河口から南へ２０地点を選び，各地点の表面の流向と塩素量を

調査しﾌﾟt二・なお略図１２に示す５地点で１，下の潮流を１時間ごとに観測した。

塩素量の分布を見るとＳｔ２，４，１７，１８の陸に近い部分が１２ｑ/60前後でＳｔ勇

５，１２が１５ｑ/60台Ｓｔ６，７，１９が１４９/６０台Ｓｔｌ５がやや高鰔な水が残っ

ておりＳｔｌ４，１６と共に１６ｑ/６０，それより沖のＳｔ８，９，１０，１１，１５カヨ

１７９/６０となっている。Ｍ１が河口にもかかわらず１４ｑ/６０と比較的高いのは観測

時が下げはじめの時刻であって上げ潮に乗った高iiiliな水が残っていたためであろう。

一方表面の流向は荒川でＳＳＷ，中川はやや東に寄ってＳＺＥと流下する。Ｓｔ５，１７

は左近111の流れにしたが
表２各地点の時刻ごとの潮流（１沈下）
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はＳＥ～Ｓ～ＳＷにかける流ｵbが具J22れず最大で４５．４５ｃｍ／Sｅｃでちつた｡上げ潮にな

るとほとんどＮに向きを変える。

Ｓｔ２では下げ潮はＳ方向に１６．６１ｃｍ／Ｓｅｅぐらいであるが上げ潮になるとＥから

Ｎ方向に回りＷ方向に可いている場合もあった。

Ｓｔ５では一般に流速ま小で下げ潮時間中はＳ～ＳＷの方向に流れ上げ潮になるにした

がいＥ～ＮＥに変わってくる。これは地形的に見てもＳｔ２，Ｓｔ５はその位置の北側が

干力歌冨になっている関係から上げ潮時にはかなり潮が高くならないうちはＳＥ方向に流れ

てからiW2-)ﾌｧ向に篭行して行くのであろう。

４大丼ふ頭周辺調査略図１５，１４

５５年２月１日に大森漁業協同組合及び同ノリ研究会と合同で潮流封筒により表面流向を

調査したところ略図１５のごとく下げ潮時はい‐瀞しもＳＥ～Ｓの方向に流下した。

５５年５月２日に前回同様組合及び研究会と合同で調査した。図旧のように表面はフロ

ーレッセインＮａで流向を調べ，Ｓｔｌと５は1772下の潮流をエクマン・メルツ潮流計で調

査した。略図１５，裏５
－゜‐･■－－．

表面流1句は各点共ほぼ同機巧下潮時にＳＥ～Ｎ亀丑の流れを示した。

１，下の淘Ｉ流はＳｔｌで下i朝寿Ｓ～Ⅱ（最大流速２６．６８，〆２１ﾐｅｃ）でＵ朝寿は大体Ｎ

Ｗの方向（最E大流速１５.ｕｃｎ４／sｅｃ）であった。Ｓｔ５は下潮時ＳＳＷ，IVE(-最大流速

Z55c1n／白ec),上潮時SW~Ｎ(最大流速6.56cm／sec)でStlと異った潮流γ

を示し流速もおそい。

表５各地点の時刻ごくの潮流（１，下）
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表４調査当日の潮汐

｡1０．－

Ⅵ総括

１下げ潮時の多摩)l1iZkの拡散状況を見ると下げはじめでは一部が羽田ﾘﾄＩ上を通過し灯台方向

に拡散するが千がたが露出するにしたがって主流と合縮する。主流は川崎市の埋立地沿岸に

沿ってまっすぐ浮灯台の方向に進承河口を出たところで二ｌｂから南への流れの験響のため，Ｓ

Ｅ～Ｓの方向に拡散して行く。

２海老坂川は上げ潮時に多摩川に逆流する。この水はかなり汚濁されており多摩１１|の汚染源

の一つである。

５荒川．中)ル江戸)１１水はノリ場に入ると概してＳ～ＳＷの方向に向かい拡散して行き，Ｓ

ＳＷの流れ､蝋く酉回2P湾流の影響を強く受けているようである。
~｡￣…--1ロー･◆陳甲0.

4略図14に下げ潮時の流向を示した鍼~どれは下げ潮時中の一日寺刻におげるその地点の流

向であって，下げはじめから潮止りまで，常時その方向に流れるものではない。しかし下潮

時の大体の傾向は察知出来る。すなわち東京都内湾水は下げ潮時南に流れ神奈川県沿いに南

下するものと考えられる。

－７－

高潮低潮

月日 時刻 潮高 時刻 潮高

２月１日

５月２日

08.16時

２０．０４

０ｽﾞﾖﾖ

１２４８

１８５”

１７１

１８５

１７６

01.56時

１５．５７

０１．１２

１５２１

7cｍ

４８

１９

２７



Ⅶ文献

１）東京府水産試験場（１９５７）：東京府内湾水産調査報告書（－tjv6，二次）

２）東京都水産課（１９５７）：汚水源調査（その１）

３）東京都（１９５７）：内湾海洋調査報告書

４）東京都水産試験場（１９５８）：江戸川・中川調査地域水産関係調査報告書（第２報）

５）東京都水産試験場（１９５８）：多摩川の水質汚濁について

６）東京都水産試験場（１９５８）：東京都内湾海洋調査

７）水産庁調整二課（１９５９）：江戸川・中111調査地域水産関係調査報告（箒５報）
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